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多くの分子雲においてフィラメント状の構造が見られ、その構造が分裂することでコア形成、星形成が起こる
と考えられている (Inutsuka ＆Miyama 1992)。フィラメント状分子雲であるおおかみ座分子雲 Lupus I におい
ては、フィラメント軸に垂直な磁場が観測されており、その磁場に沿って筋状の構造があることが明らかになっ
ている (Matthews et al. 2013)。この分子雲は Hiシェルによる衝撃波圧力および磁場の影響下にあると考えら
れている。Hiシェルおよび磁場がフィラメント状構造の形成にどのように寄与しているかを調べるため、我々は
NANTEN2(12CO、13CO、C18O:J = 2–1)およびMopra(12CO、13CO、C18O:J = 1–0)を用いて Lupus I の観
測を行った。NANTEN2およびMopraの観測結果より、メインフィラメント軸に沿った方向および筋状構造に
沿った方向の両方に複雑な速度勾配があることが明らかになった。また head-tail状の構造も見えており、これら
は衝撃波により物質が加速されていることを示唆している。また、本領域では磁力線が曲がっていることが明ら
かになっている (Franco ＆ Alves 2015)ため、磁場との比較も行った。さらに、13COにおける輝線強度比 J =
2–1/J = 1–0を算出したところ、メインフィラメントの軸に沿った領域に比べ、フィラメントに垂直な筋状構造
においては比の値が大きいことが分かった。これらの解析結果は、筋状構造が周囲のHiシェルや磁場による相互
作用によって作られることを示唆していると考えられる。本研究では Lupus I 分子雲における速度構造と磁場構
造に着目し、フィラメント状分子雲形成に関して議論する。


